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審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は，無線 LAN システムで近年顕在化しつつある無線稠密環境に関わる問題を抽出し，その
解決法をメディアアクセス制御技術により確立している．無線 LAN システムの積極的利用によって
生じる無線稠密環境における通信品質劣化問題は，ディジタル信号処理等の分野においても指摘され
ていた問題であるが，これらの問題を解決するためのメディアアクセス制御技術はこれまで開発され
てこなかった．本研究では，従来の無線 LAN システムでは対応不可能だった無線稠密環境における
フレーム衝突多発問題，ユーザ単位での品質制御確立問題，他の無線システムとの間で生じる相互干
渉問題に対して，ハードウェア改変を伴わないメディアアクセス制御技術による解決策を提示してお
り，その意義は大きい．さらに，既存の無線 LAN システムと共存可能であり技術の実現性が高いこ
とを計算機シミュレーションのみならず，ハードウェア装置を用いた実験により示しており，次世代
の無線 LANシステム実現への大きな貢献が期待されるなど，高く評価できる． 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
